私達のグループがサービスラーニングをおこなっているのはオートテラス小学校です。偶然の一致 (いっち)のために、学校のニックネームは、本大学と同じ、オータス（らっこ）です。
オードテラス小学校は岡の上に位置 (いち)して、とても美しい景色が見えます。
この小学校はシーサイドで一番古い学校だと言われています。いつ建てられたのかは答えてくれる人はいませんでした　（たぶん１９５０年代）。
学校に在籍する学生は５１１人で、８５％はヒスパニック系です。その他は、アシア系、アフリカ系などの学生もいます。
学校の壁には様々なルールが張っていました　（たとえば、カフェテリアや廊下でのルール）。ただ、壁の高い位置にあるので子供たちが見るかはわかりません。
学校の内側 (うちがわ)の壁にエスニシティのシンボルとして、壁画 (へきが)があり、様々な祖先 (そせん)の生徒がいることをかんじます。
CYP のディレクターはジャコビー・タイラーさんです。彼は２２歳でCYPでボランティアを８年やっています。お兄さんの進めで参加し始めました。
CYP に在籍している生徒は７７人で、４９人が男の子で、２８人が女の子です。日本語のクラスに参加している子供たちは２３人です。その中で、１１人が男の子で（２２％）、他の１２人は女の子（４３％）です。一人の男の子がアジア系（フィリピン）で他の子たちはヒスパニック系です。
学校の周辺
[bookmark: _GoBack]学生の大反 (だいはん)は低所得層 (ていしょとくそう)ですが、学校の周辺は大きくてきれいな家が並んでいます。なぜかと思ったら、家には複数 (ふくすう)の家族 (かぞく)が住んでいるからです。少し坂を下りると、アパートや中古車があり、低所得層 (ていしょとくそう)の地域と感じさせられます。
